
TALIS 2018 ・OECD加盟国等48か国・地域が参加（初等教育は15か国・地域が参加）

・日本では2018年2月～3月に小学校約200校及び中学校約200校の校長、
教員に対して質問紙調査を実施

我が国の教員の現状と課題 – TALIS 2018結果より –
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学級において規律が整っており、良好な学習の雰囲気がある。
 日本の小中学校教員の回答は、学級における規律や学習の雰囲気についてよい結果を示しており、中学校教員におい
て、前回2013年調査と比べて一層よい結果となっている。

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善やICT活用の取組等が十分でない。

 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善や探究的な学習に関わる指導実践について、頻繁に行う日本の
中学校教員の割合は前回2013年調査と比べて増えているが依然として低い。

 生徒にICTを活用させることについて、頻繁に行う日本の中学校教員の割合は前回2013年調査と比べて増えているが依然
として低い。

 児童生徒の自己肯定感や学習意欲を高めることに対して高い自己効力感を持つ日本の小中学校教員の割合は低い。
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教員の仕事時間は参加国中で最も長く、人材不足感も大きい。

 日本の小中学校教員の１週間当たりの仕事時間は最長。
 前回2013年調査と同様に、中学校の課外活動（スポーツ・文化活動）の指導時間が特に長い。一方、日本の小中学校教員
が職能開発活動に使った時間は、参加国中で最短。

 質の高い指導を行う上で、支援職員の不足や、特別な支援を要する児童生徒への指導能力を持つ教員の不足を指摘する
日本の小中学校校長が多い。一方、教材の不足については指摘が少ない。
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＜教員の１週間あたりの仕事時間＞ ＜学校における教育資源の不足感（校長）＞

55.8%

40.3%

38.3%

4.2%

46.3%

43.6%

49.1%

3.0%

30.8%

31.2%

23.6%

15.6%

支援職員

特別な支援を要す
る児童生徒への指
導能力を持つ教員

児童生徒と過ごす
時間

教材・教科書

参加国中で
最長

＜各指導実践を頻繁に行っている教員の割合＞
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児童生徒を少人数
のグループに分け、
問題解決をさせる

知識が役立つことを
示すため、日常生
活や仕事での問題
を引き合いに出す

明らかな解決法が
存在しない課題を
提示する

児童生徒に課題や
学級での活動に
ICTを活用させる

＜高い自己効力感を持つ教員の割合＞
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＜学級の規律と学習の雰囲気＞
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